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１． インターネットリテラシー・マナー等向上事例集 
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○総務省では、各地域の総合通信局及び沖縄総合通信事務所を中心に、青少年や保護 
 者等を対象にインターネット上のリテラシー・マナー等の向上のための取組を実施して 
 いる。 
○各地の学校や自治体、企業、NPO等によるインターネットリテラシー・マナー等向上の 
 ための自主的な活動も行われている。 

様々な事例を総合通信局等が収集し、「インターネットリテラシー・マナー等向
上事例集」として取りまとめ 

各総合通
信局等 

自治体 

NPO 企業 

学校 
インターネット
リテラシー等
向上活動 

インターネットリテラシー・マ
ナー等向上事例集 

収集 

共有・活用 

・自主的かつ地域
や年齢等に合った
リテラシー等向上
活動の推進 
・インターネットリ
テラシーの一層の
向上 
・青少年が安心・安
全にインターネット
を利用できる環境
の整備 

 21都道府県か
ら、28の事例
を集約 
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2014/07/15 学校採択された 「新 江南ルール」 

江南中学校生徒会 

「江南ルール」推進委員会 

「江南ルール」 
情報社会において「大切な人」を傷つけてしまった時 

あなたは責任を負えますか？ 

ルール１ 健康を守ろう 
• １０時以降は、情報通信をしない 

•寝るときは、極力電源を切って、返信や投稿をしない 

ルール２ 友情を守ろう 
• 見た人が傷ついたり不愉快に感じたりする言葉は使わない 

•悪意のあるグループを作らない・入らない 

③   相手の身になって考える 

ルール３ プライバシーを守ろう 
• 個人情報をネットに載せない。（画像・氏名など） 

•誰にでも見せられる情報・言葉しか書き込まない 

• 知らない人からの書きこみは無視する  

 

 

  

ネット利用に関する 
「江南ルール」の取組 

 
【都道府県】熊本県 
【学校名等】熊本市立江南中学校 
【目標（狙い）】 
○ネット社会を生き抜く子どもたちを育てる。 
 
・コミュニケーションアプリ上のトラブルを
きっかけに、２年生の学級担任が話し合って、
全クラスで「情報モラル」学習を実施。そこ
から「江南ルール」作りがスタート。 
・「実行委員」が中心になって、各クラスか
ら出された意見を統合したりカテゴライズし
たりするなど、生徒たちが自ら考え、話し合
い、一から原案を作成。本年３月の「江南立
志の日」という学年行事の中で「江南ルー
ル」を発表し、保護者にもアピールした。 

《フォーラムで「江南ルール」の取組を発表する推進委員》 
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「高校生が教える情報モラル教育」 
 
【都道府県】神奈川県 
【学校名等】鎌倉女学院高等学校 
【目標（狙い）】 
○高校生が年齢の近い中学生に「インター
ネットの正しい使い方を教える授業」をする
ことで、中学生だけでなく教える側の高校
生も授業づくりを進める過程で情報モラル
に関する理解を深める。 
 
・生徒となる中学生は同年代の講師から同
年代の言葉で情報モラル教育を受けること
により、共感を覚えて理解度も高まることが
期待できる取組。 
・今後は、同校の高校２年生全員による中学
１年生への「授業」実施について、取組を
行っているところ。 
・平成25年４月27日～７月13日の期間中、
土曜講座として実施。 
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全県高等学校生徒代表者会議（高校生ちゅ

らマナーハンドブックの作成） 
 

【都道府県】沖縄県 
【学校名等】沖縄県内５７高等学校の生 
     徒代表者 
【目標（狙い）】 
○各高等学校の生徒代表が一堂に会し、
「規範意識」等について率直な意見を交換
することを通して、「自分の意見を持つこと
の大切さ」、「自分の意見を伝えることの大
切さ」、「自分以外の意見を理解することの
大切さ」等を考え、将来の社会を担う高校
生として「自主的・主体的」に行動し、有意
義な高校生活が送れるようにする。 
・目標を達成するために、各テーマについて
討議し、全学校で共通に取り組む内容につ
いてまとめ、全員で宣言する。当会議の討
議内容は、高校生ちゅらマナーハンドブック
に反映される。 

   

  

《ちゅらマナーハンドブック》 

《全体討議の様子》 
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人と人とのつながりを考える 
 ～情報モラルとコミュニケーション～ 

 
【都道府県】福井県 
【学校名等】敦賀市立気比中学校（生徒 
     保健委員会） 
【目標（狙い）】 
○ネットモラルやコミュニケーション能力に
関する研修を行うことにより、相手を思いや
る心や個性を尊重する気持ちを育てること
を目指している。 
 
・気比中学校（生徒保健委員会）の生徒たち
が講師を担当し、同校でのスマートフォン利
用の調査結果と考察について問題提起し、
他校の中学参加者がグループ討議し、原因
と対応策等を発表する等、コミュニケーショ
ンアプリの正しい利用や判断について研修
した。 
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猪名川町青少年フォーラム 
（INAGAWAスマホサミット） 

 
【都道府県】兵庫県 
【学校名等】猪名川町青少年健全育成推 
     進会議 
【目標（狙い）】 
○青少年のネット利用環境についての諸問
題をより多くの住民に周知させる。また、ス
マホやネットを実際に利用する小中高生の
保護者や地域の様々な団体と共に、青少年
フォーラムを通じて地域全体として考える機
会を持ち、安全で安心な青少年のネット利
用環境の創出を地域全体で考える機会とす
る。 
 
・高校生が主体となって、事前調査含め、企
画、立案、運営を行ったフォーラムを開催し、
子供達が主体となり協働したスマートフォン
利用ガイドラインの策定を行った。 

   

  

《開催状況》 

《中高生によるプレゼンテーション》 


